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財団法人海洋生物環境研究所は、発電所の取放水等が海の環境やそこ

に生息する生物に与える影響を科学的に解明する中立的な調査機関とし

て、環境庁、農林省（当時）、通商産業省の共管の下で、昭和５０年に設立さ

れました。

これまで「大規模発電所の取放水が生物に及ぼす影響の解明」「取放水

域の環境調和技術の開発」「原子力発電所等周辺海域の海洋放射能調査」

等の調査研究を国や民間からの委託をうけて実施しております。

（ご自由にお持ちください）

魚名の由来？？？？？？

海生研でマダイ（平均体長11.７cm）を用いて実

験したところ、実験前に、
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各々好むことがわかりました。

また、魚の好む水温はそれまで生息していた水温に

影響されると言えます。

この他、約30種の魚の好む水温を調べています。
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外観や味覚に品があ

り、魚の王様の意味で名

づけられたという説。

タイは沖縄では捕れませんが、奄美では、廷の魚（テイノ

イオ）と呼ばれ、朝廷で召し上がる魚と考えられていました。

「古くから人は武士、花は桜、柱は檜、魚は鯛といわれて

きた。タイこそ海の王者−大位であり、川では鯉−小位であ

ろう」と話す学者もいます。

マダイ　Pagrus major
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平魚（タイラウオ）から変化した

目出たい魚（メデタイウオ）から変化した

道味（トミ）から変化した

鯛という漢字の由来

大位（タイイ）から
変化した

タイという呼び名の由来には、いろいろな説があります。
そのなかでも代表的なものをお話しましょう。

全長100cm

和名マダイは、形、味覚、色彩
が特に魅力的で「タイの中の
タイ」という意味で、そう呼ば
れています。

体が幅広い楕円形で、体高が高くいわゆるタイ型であ

ることより名づけられたという説。

国語辞書の大言海に「タイは平魚（タイラヲ）の意と云

ふ。延喜式
え ん ぎ し き

（平安初期の本）に平魚（タヒ）・・・」とありま

す。「タイの呼名は非常に古くからあり、タは平たいこと、

イは魚（イオ）の意で、平たい魚がタイの語源であろう」

と唱えた研究者もいます。

姿・形が美しく味も良い上に、体内の脂が腐りにくい性

質を持っているため、お供え用としても便利で、また、長

生きな魚で、４０年位は生きることから、お祝い事にはな

くてはならない「目出たい魚」という言葉が変化していっ

たという説です。

タイは、朝鮮の言葉で古くから「道味（トミ）」と呼ばれ

ており、それが変化して今日の呼び名になったという説。

ある学者は「万葉時代から、日本ではタイが通称。こ

れは朝鮮でトミと呼ぶので、それが変化したとの説もあ

る。当時の日本の文化人は朝鮮半島の帰化人やその子

孫が多かった」と述べています。

鯛という漢字の由来について、「日本全国の周囲どの海

でも周年とれる魚だから鯛」という説と、「漢字は鯛である

が、周の字は、古代の中国では扁平（ひらたいこと）を意味

する語でもあった」という説があります。
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